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急な血圧低下にご注意を！
―溺死のリスクも

北海道大学医師会
公益財団法人　札幌がんセミナー

小林　　博

　急激な血圧上昇が危険なことはみなさんよくご存

じのことと思います。

　急な血圧低下にも大きなリスクがあることを痛感

する“事件”がありました。コロナ騒ぎの大きくな

る前の今年２月中旬、札幌市内のあるホテルで私は

不覚にも一時意識障害に陥り、同席の方々にえらい

ご迷惑をお掛けしました。

　私は高血圧治療のためにアムロジン５mgを毎朝

服用しておりました。たまたまその日は胃腸の不調

で朝食を抜き、昼飯も摂らないで空腹でした。午後

３時頃になって「今朝はまだアムロジンを飲んでい

なかったな」と気づき、すぐに服用しました。

　その後、６時から会食の機会があり、久しぶりに

熱燗のお酒をほんの２口、３口飲んだだけで何とな

く意識が朦朧となり、私は間もなく意識を失ってし

まったようなのです。

　異変に気付いた同席の医師が私の脈をとり「脈が

ふれない！」と思わず声を上げたそうです。その時

の私は顔面蒼白、唇の色も紫色に頭を垂れて肩で呼

吸していたとのこと。周りの人は私が心筋梗塞を起

こしたのではないかと心配し、救急車を手配しまし

た。

　どのくらいの時間が経過したのか分かりません

が、誰かが私を抱きかかえました。その人の「さあ、

行きましょう」という声がかすかに耳に入ったのを

覚えています。３人ほど来た救急隊員の１人が「血

圧が70しかありません」という声も聞こえました。

他の隊員は「病院に行きましょう」といって何とし

ても私を抱きかかえようとするのです。しかし私は

朦朧としたなかで「どこにも行きません」「その必

要はないです」と抵抗し、そのうちに少しずつ意識

が戻ってきました。

　救急隊員が「血圧は80になりました」と言ったの

ははっきり聞こえました。結局、数分の押し問答の

すえ、搬送の必要はないと強く自覚した私は帰宅し

ようと自分の携帯電話でタクシーを呼びました。救

急隊員もついに諦めたようで、引き上げていったの

です。隊員のみなさんには本当に申し訳ないことを

したと反省しました。

　なぜこんなことになったのか。要するに私の症状

は「急な血圧低下による意識障害」ということに思

い当たりました。空腹時の降圧剤と熱燗少々で急な

血圧低下で意識障害を起こしたのだと思います。

　ホテルの食堂内であったからこの程度のことで済

んだのです。もし仮にこれが自宅の風呂場であれば、

そのまま浴槽内で「溺死」と思うとゾッとしました。

　入浴中の死亡事故はわが国の死亡統計によります

と、毎年4,000人近い人が浴槽内で亡くなっておら

れます。寒暖差による血圧の急変動のためと思われ

ますが、この中には降圧剤の不注意な飲み方による

ものが相当数入っているのではないでしょうか？

　「降圧剤は大切なクスリです」。しかし「血圧の急

な下げ過ぎにも注意しなくてはいけません！」。案

外、見過ごされがちなこの事実をみなさんにぜひ知

っていただきたいと思い敢えて私の体験を告白した

次第です。

最近の内視鏡室事情

北見医師会
北見赤十字病院

松田　可奈

　北見赤十字病院消化器内科に勤務して２年目とな

りました。主に内視鏡検査や治療に従事することが

多かったため、COVID-19感染の蔓延は内視鏡検査

事情にも大きな影響が出ました。日本消化器内視鏡

学会より出た指針を遵守しながら安全かつ適切なタ

イミングでの内視鏡検査ができるように、さまざま

な工夫を行っています。

　来院時の検温から始まり、最近の旅行などオホー

ツク管外への外出の有無や濃厚接触歴の有無のアン

ケート、それぞれの患者様ごとに防護服を変えるた

めの防護服の確保、検査間での検査台の消毒など、

これまで以上にコメディカルと一丸となって取り組

むことが増えていますが、幸いにも検査体制を維持

しながら診療に当たることができています。

　その中でいくつか悩む点があります。一つ目は防

護服などに限りがある中での「適切なタイミングで

の内視鏡検査」という点。それぞれの患者様によっ

て悪性腫瘍などのリスクも異なりますが、すぐにや

るべき検査と少し延期しても良い検査の判断が医師

側と患者様側で感覚の乖離が出ることもあります。

なるべく早めに実施していただきたい内視鏡検査に

関しても、しばしば患者様が「自粛」されてしまう

ことがあり、検査の説明に手間取ることがあります。

二つ目は若手医師の教育という点。内視鏡学会の指

針を考慮するとできるだけ熟練医の実施が望ましい

反面、若手医師の指導・教育という点についてもで

きるだけ行いたい。どのようにしたらよいのか日々

悩んでいます。

　この投稿が掲載される頃には、上記の悩みが解消

されていることを願っています。


